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研究成果の概要（和文）： 

タイ、フィリピン、マレーシア、韓国の政治は、1997 年のアジア通貨危機直後には安定して
いたものの、その後不安定になった。その主因は、社会的な格差や分断を増幅した新自由主義
経済政策であった。社会経済的地位が不安定になった中間層は、多数派庶民の政治的台頭を前
にして、数に対抗するために道徳という質を強調するようになった。そうした対立と不安定化
が、タイとフィリピンではとりわけ顕著になっている。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Indonesia, Malaysia, the Philippines, Thailand and Korea were the most serious victims 
of the 1997 Asian economic crisis. Political regime in Indonesia was seriously devastated 
just after the crisis. However, in the next few years, Indonesia came to boast democracy 
and stability while politics in four other countries has become unstable or less 
democratic. We have tried to search for the reason for this sharp contrast. We found that 
advancement of neoliberalism was a major reason for the economic crisis and political 
instability. Neo-liberal policies have deepened social problem of growing inequality that 
is already becoming politically salient. Widening disparity between the poor mass and 
the relatively rich middle class has make it increasingly difficult for both to accept 
the same rule of political game. The poor puts emphasis on numerical legitimacy and the 
rich on moral superiority. It makes electoral democracy less stable. 
 

交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2010 年度 5,700,000 1,710,000 7,410,000 

2011 年度 4,500,000 1,350,000 5,850,000 

2012 年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

年度  

  年度  

総 計 13,400,000 4,020,000 17,420,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：東南アジア、地域間比較 
 
１．研究開始当初の背景 
東アジア地域諸国のうちいくつかは 1997

年にアジア通貨危機の直撃を受けた。タイで

発生した危機はインドネシアと韓国を直撃
し、マレーシア、フィリピン、香港にも打撃
を与えた。通貨危機は金融危機や経済危機へ
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と深化し、日本や中国にも間接的に波及した。
さらに、ほどなくしてロシアやブラジルでも
同様な危機が発生した。危機に襲われたタイ、
インドネシア、韓国、フィリピン、マレーシ
アの 5カ国の政治の現状を眺めると、大きな
変化に気づかされる。1997 年の東南アジアで
もっとも民主的なのは、タイとフィリピン、
それに次いだのはマレーシア、シンガポール、
カンボジアであった。危機発生直後には政治
がもっとも混乱したインドネシアは、東南ア
ジアで政治がもっとも民主的となり、安定を
誇るようになった。他方、残る 4カ国に共通
するのは政治の不安定化である。なぜ複数の
国でほぼ同じ時期に政治の不安定が表面化
してきたのか。 

 
２．研究の目的 

東アジア地域は 1997 年に発生したアジア
通貨危機の直撃を受けた。危機直後には、民
主的な政治体制は危機に対して強靱であり、
非民主的な体制は脆弱であると思われてい
た。しかし、今日では大きく様変わりしてい
る。1980 年代以後の民主化の先頭を走り、安
定も享受していた韓国、フィリピン、タイの
政治体制は不安定になり、一部では非民主化
の様相すら呈している。他方、権威主義体制
が崩壊したインドネシアは東南アジアでは
もっとも民主的となり、安定を享受してもい
る。この 10 年ほどのうちに、なぜ政治体制
が不安定になったのか。その理由の解明を試
みることが本研究の目的である。 
 
３．研究の方法 

アジア通貨危機の直撃を受けたタイ、マレ
ーシア、インドネシア、フィリピン、韓国の
5カ国を主たる研究対象として選び、通貨危
機が政治に与えた長期的な影響について検
討する。一方では各国の政治を地域研究の観
点からつぶさに振り返り、他方では他国と比
較対照することによって、経済危機が政治を
変化させた仕組みについて検討する。焦点は
不安定化の理由を解明することにあった。 

代表者の玉田がタイ、分担者の河野がマレ
ーシア、岡本と横山がインドネシア、日下が
フィリピン、木村が韓国、そして比較対照事
例となる中国を滝田、インドを上田、ロシア
を河原が担当する。 

 
４．研究成果 
 通貨危機の引き金の 1つとなり、通貨危機
をきっかけとして浸透が一段と進んだ新自
由主義経済路線が、社会の分断を強め、政治
の不安定化を招いていることが、フィリピン、
タイ、マレーシア、韓国で観察された。新自
由主義路線の推進にもっとも熱心なのは韓
国である。新自由主義経済が鍵を握ることは、
それと距離をおいていたインドやロシアと

対比するとわかる。 
政治の不安定化がとりわけ顕著なのはフ

ィリピンである。日下によると、新自由主義
経済が中間層の「市民圏」と貧困層の「大衆
圏」への経済的な分断を強化したばかりでは
なく、道徳的な分断つまり道徳面の善し悪し
へと読み替えられて、分断が一段と強化･固
定化される方向に作用している。これはタイ
における都市中間層のうぬぼれの傲慢と似
通っている。経済的な格差という階級問題を、
道徳や文化に依拠した身分で一段と補強し
ようとする動きである。タイでは、そうした
階層分化への傾向に赤シャツが「二重基準」
という表現を用いて異議申し立てを行って
いるところである。タイの場合には、それに
加えて、君主がヘゲモニーを握る体制の疲
労・摩耗が不安定に拍車をかけている。 
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